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１．はじめに
実在する人物の業績や生き方を素材とする伝記は，読書調査においても，特に小学校高学年で男女ともに上位
に支持されることが多く，子どもの読書の好みに合うジャンルである１）。また，平成２０年告示の「小学校学習指
導要領」では，５・６年における読むことの言語活動として「伝記を読み，自分の生き方について考えること。」
が明示され，国語科教材としても伝記が重視されるようになった。
戦後の小学校国語教科書において，伝記は一貫して採録され続けてきた。とはいえ，採録数の多寡や採録教材
の傾向は，時期によって異なる。そこで，本稿では戦後に刊行された小学校国語教科書を対象とする教材調査を
行い，国語教科書全体における「伝記」教材の扱いや，どのような人物が取り上げられてきたかを検討し，戦後
の小学校国語教科書における「伝記」教材の特徴の変遷を考察する。
本稿で扱う「伝記」とは，教科書上で伝記として分類された教材だけでなく，実在する人物の業績や言動を提
示している教材全般を指すこととする。たとえば戦後初期に刊行された教科書では，被伝者の人生に起こった出
来事や成し遂げた業績を描く典型的な伝記以外にも，逸話のみを取り上げた教材や，伝記的事実を放送劇台本な
どに翻案した教材も採録されている。また，同一の被伝者の伝記的事実を取り上げた文章が，教科書によって伝
記として扱われたり，読み物として扱われたりすることもある。そこで，本稿では，教科書上のジャンルでは事
実物語，放送台本，ルポルタージュ，報道・記録文などに分類されていたり，読み物教材として扱われたりして
いても，実在する人物にかかわる伝記的事実に沿った内容を記述している教材は「伝記」と見なすこととする２）。
こうした「伝記」教材は，学習者に生き方の一つの規範を提示する役割を果たしている。実際，伝記教材の学
習目標では，被伝者の生き方に対する理解や共感が掲げられる場合が多い。他ジャンルに属する教材ではそうし
た目標は直接に示されないが，扱っている素材が伝記に通じる以上，「伝記」全般が同種の目標を含意している
と見なすことはできよう。つまり，「伝記」は国語教科書が提示する規範的人物像を典型的に示すものであると
とらえられる。その意味で，「伝記」教材の採録傾向は，国語教科書が学習者に提示してきた規範的人物像の変
遷を示唆するものでもある。
２．調査の対象と方法
本稿では，戦後小学校国語教科書から，筆者の判断によって「伝記」教材を採集した３）。調査対象としたのは，
文部省著作教科書，及び昭和２４（１９４９）年度から平成２３（２０１１）年度の期間に刊行された小学校国語科検定教科
書１３社１３８種である。検定教科書一覧は【資料１】に，各教科書の使用年度は【資料２】に示した。
これらのうち，低学年用しか刊行されなかった４種には「伝記」の採録がなかった。したがって，検定教科書
については１３４種の教科書からの教材収集となっている。
教科書編修は学習指導要領の影響を強く受けるため，考察においては，新しい学習指導要領の施行時に行われ
る教科書の大改訂ごとに時期区分を行うことが一般的である。これをふまえ，本稿でも大改訂を基準として以下
の～期の区分を設定した。各期の区分と調査対象教科書数は〈表１〉の通りである。なお，期については，
昭和２２・２６年版学習指導要領（試案）を合わせて時期区分を行った。これは，昭和２２年版に基づく教科書が少な
く，刊行された教科書も昭和２６年版に対応する際の改訂で教材の差し替えがあまりなかったためである。
これらの教科書から収集した教材について，各期ごとの採録数を検討するとともに，採録の多かった被伝者の
特徴，各期ごとの特徴について検討を行った。
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〈表２ 各期ごとの教材数と教科書一種あたりの平均採録数〉
文部省 期 期 期 期 期 期 期
教材数 １６ ５３７ ２３７ １１４ ６０ ４１ １９ ９
平均 １６．０ １３．８ ９．５ ７．６ ２．９ ２．３ １．７ １．８
〈表３ 各期ごとの学年別採録数〉
期 期 期 期 期 期 期
２年 １
（１社１種）
１
（１社１種）
３年 ３０
（９社２４種）
３１
（１０社２０種）
１７
（５社１５種）
６
（２社６種）
４年 ８９
（１２社３５種）
５２
（１１社２５種）
２５
（５社１５種）
１４
（３社１２種）
５
（３社５種）
５年 １９５
（１２社３９種）
７１
（１１社２５種）
３５
（５社１５種）
１７
（５社１７種）
１４
（４社１２種）
７
（５社７種）
４
（４社４種）
６年 ２２２
（１２社３９種）
８２
（１１社２５種）
３７
（５社１５種）
２３
（５社１６種）
２２
（６社１８種）
１２
（５社１０種）
５
（４社４種）
３．「伝記」教材の採録数
収集した「伝記」教材は延べ１０３３編であった。教材数の各期別の内訳と教科書一種あたりの平均採録数は，
〈表２〉に示す通りである。
期では，逸話を題材とする数ページの小話が採録されていたり，伝記的事実に基づく題材が様々なジャンル
で教材化されていたりするといった事情もあり，採録数が非常に多くなっている。とはいえ，伝記自体の採録も
他の期に比べて相対的に多い。・期では，小話や多様なジャンルの「伝記」は期より減少するが，時事的
話題を題材とする報道文や記録文などで同時代の人物の業績が提示されることがあり，７～１０編程度の平均採録
数が保たれている。一方，期以降では，伝記的事実を扱う教材は伝記またはルポルタージュ等に固定され，「伝
記」の採録数が大幅に減少している。
学年別にみた場合，「伝記」の採録は２～６年生にわたっているが，２年生での採録は２編のみであり，実質
的には３年生以上での採録となっている。学年別の採録数の各期ごとの推移は〈表３〉に示す通りである。
全期を通じて「伝記」教材は５年生以上での採録が多いのだが，期までは多くの教科書が３年生から「伝記」
を採っている。これは，昭和４３年版までの学習指導要領では，３年生以上の「読むこと」の教材として伝記が記
〈表１ 時期区分と調査対象教科書数）
準拠する学習指導要領 期間 対象とする教科書数
文部省著作教科書 １種
期 昭和２２・２６年（試案） 昭和２２～３５年度 １２社３９種
期 昭和３３年 昭和３６～４５年度 １１社２５種
期 昭和４３年 昭和４６～５４年度 ５社１５種
期 昭和５２年 昭和５５～平成３年度 ６社２１種
期 平成元年 平成４～１３年度 ６社１８種
期 平成１０年 平成１４～２２年度 ６社１１種
期 平成２０年 平成２３年度～ ５社５種
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〈表４ 戦後小学校伝記教材で採録数上位の人物一覧〉
人物 採録数 出版社 期 期 期 期 期 期 期 延年数
福沢諭吉 ３７ １０ １８ １２ ７ １４７
ファーブル ２９ ６ ７ ７ ９ ４ ２ ９２
エジソン ２５ ９ １２ ８ ５ ９４
キュリー夫人 ２３ ４ ９ ４ ６ ４ ８５
野口英世 ２３ ８ １２ ９ ２ ９３
宮沢賢治 ２４ ７ ４ ４ ４ ３ ４ ４ １ ８９
＊ヘレン＝ケラー ２１ ７ ７ １ ８ ５ ６７
シュバイツェル １８ ７ １０ ８ ６５
＊ダルガス １８ ７ １８ ８６
リンカーン １７ ９ １３ ４ ６２
＊ガリレイ １７ ６ １０ ４ ３ ６５
＊コロンブス １７ ６ １４ ３ ７１
ミレー １６ ５ １３ ３ ７１
パスツール １４ ６ １０ ４ ４９
田中正造 １３ ２ ２ ８ ３ ２ ４９
デュナン １３ ４ ５ ２ ２ ４ ５０
シューベルト １２ ５ ９ ２ １ ４９
勝海舟 １１ ５ ５ ６ ４４
杉田玄白 １１ ７ ９ ２ ４５
ナイチンゲール １１ ６ ７ ３ １ ４４
ベートーベン １１ ６ １１ ４９
（注）「＊」は，文部省著作教科書に採録がある人物
述されていたことが，直接的な要因となっていると考えられる。
一方，学習指導要領からジャンルの記述がなくなった期以降は，３・４年生で「伝記」を採録しない教科書
が増え始め，期以降では５・６年のいずれかの学年でしか「伝記」を採録しない教科書もある。また，一学年
で複数の「伝記」教材を採録することは期以降は非常に少なくなり，期ではほとんどの教科書で各学年１編
ずつの採録となる。期を境に「伝記」の採録が減少する傾向は教材数全体でも見られるが，学年別の推移とあ
わせてみると，「伝記」の採録が近年になるにつれて上位学年に限定されていった状況が示されている。期で
は学習指導要領に伝記を読むという言語活動が示されたが，５・６年の言語活動とされているため，採録数自体
は期とほぼ同程度となっている。
４．戦後小学校「伝記」教材の代表的被伝者
本節では，採録教材の具体的な被伝者の変遷について，採録数が多かった人物を中心に検討する。
〈表４〉は，全期を通じて検定教科書で採録数が多かった被伝者上位２０位までの一覧である。延年数欄には，
当該被伝者を採録している教科書が刊行されていた延年数を示した。延年数が多いほど，学習者の目に触れる可
能性が高いこととなる。
収集した教材に取り上げられた被伝者をみると，最も多いのが福沢諭吉で，ファーブル，エジソン，キュリー
夫人，野口英世，宮沢賢治，ヘレン＝ケラーなどが続く。・期の刊行教科書数が多いため，この期間に頻出
した被伝者が採録数も多くなってしまうのだが，上記の被伝者は採録数が多いだけでなく，採録期間も２０年を超
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える長期にわたっている。後述するように，これらの人物に見られる典型性が顕著なのは期までであるが，少
なくともそれまでの期間においては，教科書が学習者に提示しようとした規範的人物像を体現する代表的な人物
群であると言えよう。
採録期間をみると，最も長期にわたっているのが宮沢賢治で，若干の途絶はあるものの昭和２７（１９５２）年度か
ら現行に至るまで６０年にわたって採録され続けている。その他では，ファーブル，田中正造，キュリー夫人，ヘ
レン＝ケラー，表中には出ていないが山岳ガイドの志鷹光次郎なども，長期にわたって採録された人物である。
これらの被伝者は，いくつかの典型性を持っている。第一は，これらの人物がすべて文化人であることである。
特にキュリー夫人や野口英世，パスツールなどに代表される学者・医学者は，採録数が少ない被伝者も含めて，
「伝記」教材の中で最も多い職業であった。
第二は，不遇な生育環境を努力の積み重ねによって切り開き，後世に残る業績を打ち立てるという構図である。
福沢諭吉，キュリー夫人，野口英世，などにはこうした構図が当てはまる。立身出世譚は戦前期からくり返し教
材となっているが，こうした成功が機知や労働ではなく，特に勉学に費やす努力によって導かれるという点に，
戦後期の特色がある。
努力の重要性を強調する傾向は，人々に苦しい生活をもたらす状況を変えるために立ち上がり，何度もの挫折
を乗り越えて成功にたどり着くという構図としても現れる。表中の人物の中では，荒地と化したデンマークの植
林に尽力したダルガスがこれにあたる。他にも，通潤橋の建設のために奔走した布田保之助，十和田湖のヒメマ
ス養殖を成功させた和井内貞行などの伝記も，こうした構図で語られている。
第三は，人生をかけて他者のために尽くす利他的な精神である。野口英世，宮沢賢治，シュバイツェルなどは，
こうした人物像の典型であろう。近年の教材の中では，マザー＝テレサなどにこうした利他的の精神が顕著に表
れている。
第四は，その功績が文明・文化の進展や近代社会の実現に寄与していることが多いことである。福沢諭吉によ
る日本への西洋思想の導入，エジソンの諸発明，ラジウムの発見をはじめとするキュリー夫人の諸業績などは，
そうした近代社会の発展と切り離せない。文明化・近代化の肯定的受容は，近代化を支える科学的思考の重視へ
と通じる。第一に挙げたように学者が多く採られていることは，こうした文明化・近代化を志向する方向の一つ
の表れであるととらえられる。
第五は，特に少年期を扱った教材において，好奇心や探求心が旺盛な子ども像が描かれていることである。こ
うした子ども像はファーブル，エジソンなどの少年期を描いた教材に顕著であるが，他の被伝者でも，少年期を
描く場合には同様の傾向が見られる。これは，第二に挙げた勉学の重視とも重なってくる。
文部省著作教科書「国語」との関連をみると，〈表４〉に挙がった被伝者群の中で「国語」に採録されている
のはヘレン＝ケラー，ダルガス，ガリレオ，コロンブスである。「国語」に採録された教材の被伝者は，期の
検定教科書では採録数が多い人物に挙がる一方で，期以降には減少する傾向にある。教材採録において，「国
語」は検定最初期には強い影響力を持っていたものの，採録された被伝者は戦後復興期に特有のものであったた
め，期以降の教材へは積極的には継続されにくかったと言えよう。
５．各期別の被伝者の特徴
戦後小学校教科書における「伝記」教材の採録は，期を境として大きく前後期に分けることができる。前期
（～期）は，「伝記」教材が相対的に多く採録され，「伝記」に仮託しながら理想的人物像が学習者に提示さ
れていた時期である。この期間には，前節で挙げた福沢諭吉，エジソン，キュリー夫人，野口英世などが複数の
教科書で重複して採録され，典型的な人物像を示している。一方，後期（～期）では，「伝記」の採録数自
体が極端に減少するうえ，特定の人物の「伝記」に採録が重なることも少なくなり，教科書が提示する典型的な
人物像を挙げることさえ難しい状態になっている。
各期において採録数が多かった被伝者の一覧は，〈表５〉に示すとおりである。
前期（～期）の「伝記」教材の最も顕著な特徴は，前節で抽出した被伝者の傾向の中でも近代社会の実現
に向けた志向が強く，福沢諭吉やエジソンといった，そうした志向を具現化する人物が相対的に多く採録されて
いることである。こうした志向を反映し，取り上げられた人物の国籍も欧米人と日本人に集中し，アジアの人物
はほとんど採録されていない。中でも期は特に欧米人の採録が多く，欧米をモデルとしようとする方向性が強
く表れている。日本人については明治以降の人物が大多数を占め，封建社会下の人物の採録は少ない。
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また，国際的に活躍した人物，世界的に評価された人物に採録が重複するのも，期までの特徴としてあげら
れる。野口英世，北里柴三郎，牧野富太郎など，国際的に名の通った日本人が積極的に採録されるのである。こ
うした採録は，日本人の国際的活躍を示すことによって，民意を励まし鼓舞しようとする意図も含意すると考え
られる。時事的話題を扱った報道文・記録文の採録に際して，日本隊の南極点への到達を素材とする教材が重複
して採られていることも，こうした日本人の国際的活躍を示したいという志向の反映ととらえられる。
さらに，文化国家を目指す方向性が強く見られるのも前期の傾向である。ミレーなどの画家，ベートーベンや
シューベルトなどの音楽家，ベーブ＝ルースなどのスポーツ選手等は，前期，特に期までの期間で集中して採
録されている。昭和２２・２６年版学習指導要領（試案）では，読むことの学習材として「運動・競技に関するもの。」
「美術・建築・音楽に関するもの。」「文化の創造に寄与した人々の伝記およびその話。」が掲げられており，こ
れらの人物の採録は直接にはこの記述に基づくものだと言えよう。
【期 昭和２２－３５年度】
被伝者 数
ダルガス １８
福沢諭吉 １８
コロンブス １４
ミレー １３
リンカーン １３
エジソン １２
野口英世 １２
ベートーベン １１
ガリレオ １０
シュバイツェル １０
パスツール １０
キュリー夫人 ９
シューベルト ９
杉田玄白 ９
【期 昭和５５－平成３年度】
被伝者 数
ヘレン＝ケラー ９
田中正造 ８
キュリー夫人 ４
志鷹光次郎 ４
デュナン ４
バーバンク ４
ファーブル ４
布田保之助 ４
宮沢賢治 ３
柳田国男 ３
【期 昭和３６－４５年度】
被伝者 数
福沢諭吉 １２
野口英世 ９
エジソン ８
シュバイツェル ８
ファーブル ７
勝海舟 ６
金田一京助 ６
北里柴三郎 ５
ニュートン ５
キュリー夫人 ４
クーベルタン ４
パスツール ４
牧野富太郎 ４
宮沢賢治 ４
リンカーン ４
【期 昭和４６－５４年度】
被伝者 数
ファーブル ９
第九次南極観測隊 ８
福沢諭吉 ７
キュリー夫人 ６
エジソン ５
宮沢賢治 ４
牧野富太郎 ３
布田保之助 ３
第十一日新丸船員 ３
志鷹光次郎 ３
山田耕筰 ３
ハーゲンベック ３
ザメンホフ ３
【期 平成４－１３年度】
被伝者 数
ヘレン＝ケラー ５
マザー＝テレサ ４
宮沢賢治 ４
緒方洪庵 ３
ガリレオ ３
田中正造 ３
手塚治虫 ３
平野長靖 ３
【期 平成１４－２２年度】
被伝者 数
マザー・テレサ ４
宮沢賢治 ４
緒方洪庵 ２
金子みすゞ ２
田中正造 ２
【期 平成２３年度】
被伝者 数
手塚治虫 ２
伊能忠敬 １
緒方洪庵 １
金子みすゞ １
猿橋勝子 １
フリードル＝ディッカー １
浜口儀兵衛 １
宮沢賢治 １
〈表５ 各期ごとの採録数上位の人物〉
戦後小学校国語教科書における「伝記」教材の変遷
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      
ダルガス／ベートーベン
リンカーン／コロンブス／シュバイツェル／ミレー／豊田佐吉
福沢諭吉／エジソン／野口英世
デュナン／布田保之助
キュリー夫人
ファーブル
ヘレン＝ケラー
宮沢賢治
志鷹光次郎
田中正造
マザー＝テレサ
手塚治虫
また，期では，国土の復興，民主主義社会の実現といった国内事情を顕著に反映した人物が多く採録される。
デンマークの国土復興に尽力したダルガスは期に採録が集中しているが，これは復興期という時代性を反映し
た典型例であろう。女性の地位向上に尽力したエリザベス＝スタントンなど，現代ではほとんど耳にしない人物
についても，期では複数の教科書で採録されている。
後期（～期）は採録される人物が拡散し，固定した人物像が見出しにくくなっているが，いくらかの共通
点を挙げることもできる。第一は，公害や環境問題といった近代社会の矛盾や問題点を扱った教材が採録される
ことである。鉱毒問題で国や大会社を相手に闘った田中正造などは，近代社会・文明社会が無条件に善きもので
はないことを示す教材であり，期までとは逆の志向を示している。もちろん，田中正造の採録の直因は彼の生
き方自体に学ぶべき価値が見出されたことであろう。ただし，田中正造は福沢諭吉との交替教材として採録され
始めており，近代化が行き詰まった時代状況の反映であるともとらえられる。
第二は，被伝者の同時代性が強まり，「伝記」の主人公として，歴史上の偉人ではなく庶民が取り上げられ始
めたことである。前述の田中正造も民衆の代表として行動する人物であったが，より直接的には，山岳ガイドの
志鷹光次郎，尾瀬の保護に尽力した平野長靖など，同時代の市井の人物を主人公とする教材の採録が目立つよう
になる。近くにいるかもしれないような人物が，学習者の生活から手の届きそうな範囲で，一つのことに一心に
取り組んでいくという生き方が，題材とされるのである。このような被伝者の生きた時代が現代に近づく傾向は
期以降により強くなり，マザー＝テレサや手塚治虫がなどが採録されるようになる。
第三は，社会的弱者，または弱者に寄り添った人物が，少ない教材の中で頻繁に登場することである。身体障
がい者（ヘレン＝ケラー），民衆（田中正造，マザー＝テレサなど），女性（金子みすず）など，弱者の位置に身
を置いた人物が採録される。つまり，後期は前期での近代社会志向に対し，民衆や弱者の側に立った人物を取り
上げ，近代社会の矛盾や反省点を浮かび上がらせる方向での教材が採録されているのである。
第四は，宮沢賢治に代表されるように，作家の伝記が相対的に目立っていることである。全体の教材数が少な
いため教材数自体は決して多くないのだが，こうした傾向は期以降により顕著である。読書指導や物語教材の
学習との関連も視野に入れての採録であると考えられる。
ただし，後期の特徴として上述した点は，期以降にまったく新しく登場したというわけではない。市井の人
物を題材したり，弱者を主人公とする「伝記」は前期からも採録されていた。教材数が減少するにともなって前
期の主流を成していた教材が採録されなくなった結果，前期では相対的に少数派であった教材の特性が，後期で
は，複数の教材に重複する特徴として見出されるようになっている。
６．まとめと今後の課題
前述の各期の特徴をふまえて，各期において採録数が多かった被伝者の推移をまとめると下図のようになる。
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昭和４０年代までの「伝記」教材の傾向は，学者や芸術家を積極的に採録して文化国家の建設を志向するととも
に，近代社会の実現を肯定的にとらえ，それへの寄与を重視する方向性を示している。また，勉学，努力，利他
的精神が強調され，そうした生き方を通して何らかの成功を収めた人物が採録されている。教材を通して日本人
の活躍を示していることも，昭和４０年代までの特徴として挙げられる。
一方，昭和５０年代以降は「伝記」の採録自体が減少し，特定の生き方を示すこと自体が少なくなっている。そ
の中で採録された教材では，近代化への批判的眼差しが顕現化し，公害や環境問題といった近代社会の矛盾に対
峙しようとした人物が採録され始める。また，同時代の人物が増え，歴史的偉人よりも学習者が身近に感じられ
る人物の伝記を採るようになっている。
こうした「伝記」教材の推移が示すとおり，社会の近代化を無条件に肯定する言説は現代ではすでに機能しな
くなっている。また，道徳面を含め，特定の価値観を体現する人物像を典型化させることに近年の教科書はきわ
めて消極的である。ことばの教育を志向するとき，価値観を方向付ける伝記のような教材はそぐわないという判
断もあるだろうが，直接的には教材数の削減に対応しようとするとき，読むことの教材からは伝記を縮減するし
かない，という切実な事情の方が強いだろう。
本稿では，被伝者の全体的傾向から「伝記」教材の特徴を巨視的に検討してきた。しかし，被伝者に体現され
る規範的人物像の具体については，個々の教材の記述に即しながら分析する必要がある。同一の被伝者であって
も，時代によって構築される人物像が異なっている可能性もある。表現に即した規範的人物像の分析をさらに進
めることは，今後の課題としたい。
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本稿は，平成２２年度科学研究費補助金（基盤研究（C）（一般）「小学校国語科教科書におけるノンフィクショ
ン教材の史的研究」）による研究成果の一部である。教科書研究センター附属教科書図書館には，調査に際して
多大な便宜を図っていただいた。記して，御礼申し上げたい。
【文献】
「第５６回学校読書調査報告」，『学校図書館』，No.７２１，２０１０年１１月，全国学校図書館協議会
【注】
１）全国学校図書館協議会・毎日新聞社による「第５６回学校読書調査」（２０１０年６月実施）によると，小学校５・
６年生男子では，戦国武将（信長・秀吉・家康），勝海舟，スポーツ選手（イチロー，中村俊輔）などが，小
学校生女子ではヘレン・ケラー，アンネ・フランク，レーナ・マリア，マザー・テレサ，キュリー夫人などの
女性被伝者の他にベートーベン，モーツァルトなどが多く読まれているという結果が報告されている。（「第５６
回学校読書調査報告」，『学校図書館』No.７２１，２０１０年１１月，全国学校図書館協議会，pp．２１－２２）
２）本稿では，教科書上で伝記とされている教材群は伝記，被伝者の業績や言動を取り上げた他ジャンルの教材
も含む広義の教材群は「伝記」と表記している。
３）たとえば，説明的文章で実験を行った者・学説を唱えた者として人物名が紹介されている場合などは，「伝
記」と見なしていない。一方，人物の紹介や報道記事（アームストロングの月面着陸など）は「伝記」に分類
している。
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期 教科書名 刊行
日
本
書
籍
１ A 太郎花子国語の本 S２４－２６
１ B 同 S２７－２７
１ C 山本有三編集国語 S２７－３５
１ D 太郎花子国語の本
改訂版
S２８－３５
１ E 山本有三編集国語 S３１－３５
１ F 同 S３３－３５
２ G 小学国語 S３６－３９
２ H 同 S４０－４２
２ I 同 S４３－４５
３ J 同 S４６－４８
３ K 同 S４９－５１
３ L 同 S５２－５４
４ M 同 S５５－５７
４ N 同 S５８－６０
４ O 同 S６１－６３
４ P 同 H１－３
５ Q わたしたちの小学国語 H４－７
５ R 同 H８－１１
５ S 同 H１２－１３
６ T 同 H１４－１６
東
京
書
籍
１ A 新しい国語 S２５－２７
１ B 改訂 新しい国語 S２７－３５
１ C 新編 新しい国語 S２９－３５
２ D 新しい国語 S３６－３９
２ E 新編 新しい国語 S４０－４２
２ F 新訂 新しい国語 S４３－４５
３ G 新しい国語 S４６－４８
３ H 新訂 新しい国語 S４９－５１
３ I 新編 新しい国語 S５２－５４
４ J 新しい国語 S５５－５７
４ K 改訂 新しい国語 S５８－６０
４ L 新編 新しい国語 S６１－６３
５ M 新訂 新しい国語 H１－３
５ N 新しい国語 H４－７
５ O 新編 新しい国語 H８－１１
５ P 新訂 新しい国語 H１２－１３
６ Q 新しい国語 H１４－１６
６ R 新編 新しい国語 H１７－２２
７ S 新しい国語 H２３－
大
阪
書
籍
１ A 小学国語 S２６－２７
１ B 同 S２８－２９
１ C 同 S２９－３１
１ D 改訂 小学国語 S３２－３５
２ E 小学国語 S３６－３９
２ F 同 S４０－４５
大
阪
書
籍
４ G 小学国語 H１－３
５ H 同 H４－７
５ I 同 H８－１１
５ J 同 H１２－１３
６ K 同 H１４－１６
６ L 同 H１７－２２
大
日
本
１ A 国語 S３１－３５
２ B 同 S３６－３９
２ C 小学校国語 S４０－４２
中
教
１ A 国語の本 S２７－２９
B 国語の本 改訂版 S３０－３５
２ C 小学国語 S３６－３８
学
校
図
書
１ A ○年生の国語 S２４－２６
１ B 国語 ○年生 S２５－２６
１ C 国語 S２５－２６
１ D ○年生の国語 S２７－３５
１ E 国語 ○年生 S２７－３５
１ F 小学校国語 S３０－３５
１ G わたしたちの国語 S３４－３５
２ H 小学校国語 S３６－３９
２ I 同 S４０－４２
２ J 同 S４３－４５
３ K 同 S４６－４８
３ L 同 S４９－５１
３ M 同 S５２－５４
４ N 同 S５５－５７
４ O 同 S５８－６０
４ P 同 S６１－６３
４ Q 同 H１－３
５ R 同 H４－７
５ S 同 H８－１１
５ T みんなとまなぶ小学校国語 H１２－１３
６ U 同 H１４－１６
６ V 同 H１７－２２
７ W 同 H２３－
二
葉
１ A 国語の本 S２４－２９
１ B 改訂版 国語の本 S２８－３５
１ C 新編 国語の本 S３１－３５
１ D 同 S３１－３１
１ E 国語 S３４－３５
２ F 同 S３６－４２
三
省
２ A 国語 S３６－４２
７ B 小学生の国語 H２３－
教
育
出
版
１ A 国語 S２５－２５
１ B 同 S２７－２８
１ C 小学国語 S２８－２８
１ D 改訂 国語 S２９－３５
教
育
出
版
１ E 改訂 小学国語 S２９－３５
１ F 小学国語 三訂版 S３１－３５
１ G 標準小学国語 S３３－３５
２ H 標準国語 S３６－３９
２ I 新版 標準国語 S４０－４２
２ J 新訂 標準国語 S４３－４５
３ K 新版 標準国語 S４６－４８
３ L 改訂 標準国語 S４９－５１
３ M 新版 国語 S５２－５４
４ N 小学国語 S５５－５７
４ O 改訂 小学国語 S５８－６０
４ P 新訂 小学国語 S６１－６３
４ Q 改訂 小学国語 H１－３
５ R 新版 小学国語 H４－７
５ S 国語 H８－１１
５ T 国語 H１２－１３
６ U ひろがる言葉小学国語 H１４－１６
６ V 同 H１７－２２
７ W 同 H２３－
信
濃
教
育
会
１ A 国語 S２９－３３
１ B 同 S３４－３５
２ C 同 S３６－３９
２ D 同 S４０－４２
２ E 同 S４３－４５
光
村
図
書
１ A 新国語 S２５－２６
１ B 同 S２７－３５
１ C 新版 新国語 S３０－３５
１ D 小学新国語 S３４－３５
２ E 同 S３６－３９
２ F 同 S４０－４２
２ G 同 S４３－４５
３ H 同 S４６－４８
３ I 同 S４９－５１
３ J 同 S５２－５４
４ K 国語 S５５－５７
４ L 同 S５８－６０
４ M 同 S６１－６３
４ N 同 H１－３
５ O 同 H４－７
５ P 同 H８－１１
５ Q 同 H１２－１３
６ R 同 H１４－１６
６ S 同 H１７－２２
７ T 同 H２３－
広図 １ A よいこの国語 S２８－３０
書院 １ A 国語 S３２－３５
【資料１ 戦後小学校国語科検定教科書一覧】
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【資料２ 戦後小学校国語科検定教科書の刊行状況】
期 日書 東書 大書 大
日
中
教
学図 二葉 三
省
教出 信
教
光村 広
図
書
院
 S２４ A A A
S２５ A B C A A
S２６ A
S２７ B C B A D E B B
S２８ D B B C A
S２９ C C D E A
１２社４３種
S３０ B F C
S３１ E A C D F
S３２ D A
S３３ F G
S３４ G E B D
S３５
 S３６－３９ G D E B C H F A H C E
S４０－４２ H E F C I I D F １１社２５種
S４３－４５ I F J J E G
 S４６－４９ J G K K H
S４９－５１ K H L L I ５社１５種
S５２－５４ L I M M J
 S５５－５７ M J N N K
S５８－６０ N K O O L
６社２１種
S６１－６３ O L P P M
H１－３ P M G Q Q N
 H４－７ Q N H R R O
H８－１１ R O I S S P ６社１８種
H１２－１３ S P J T T Q
 H１４－１６ T Q K U U R
６社１１種
H１７－２２ R L V V S
 H２３ S W B W T ５社５種
１３社１３８種
＊学年によって初出・終出年度が異なる場合は，初出が最も早い年度と終出が最も遅い年度で示した。
【出版社略号】
日書：日本書籍 東書：東京書籍 大書：大阪書籍 大日：大日本図書 中教：中教出版
学図：学校図書 二葉：二葉図書 三省：三省堂 教出：教育出版 信教：信濃教育会
光村：光村図書 広図：広島図書 書院：日本書院
【備考】
日書 C：S２８年度に５・６年用に改訂あり。 日書 E：１－４年用のみ刊行。
大書 L：H２１－２２年度は日本文教出版より刊行。
二葉 D：１年用のみ刊行。 二葉 F：S３７－４２年度は教育出版より刊行。
教出 A：２年用のみ刊行。 教出 F：１－３年用のみ刊行。
信教 B：１－３年用のみ刊行。
広図 A：S２９－３０年度は大阪書籍より刊行。
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The purpose of this paper is to clarify what kind of person that the “biography” took up in Japanese
Textbooks used at elementary school in Postwar Days, and to consider change of the feature.
The tendency of the “biography” in textbooks before the Showa４０s is :
１. Many scholars and artists have been selected, but neither the politician nor the military man have
been selected.
２. Civilization and modernization have been affirmed, and many persons who contributed to them, such
as inventors and thinkers, have been selected.
３. Study, efforts, and altruistic soul have been emphasized, and the persons who were successful through
such a way of life have been selected.
４. The Japanese who have played an active part in the world is selected positively.
The tendency of the “biography” in textbooks after the Showa５０s is :
１. The “biography” in textbooks have decreased, and a specific way of life has not been shown.
２. The criticism to civilization or modernization have been emphasized, and the person who fought
against inconsistency of modern society, such as pollution and the environmental problem, is selected.
３. The “biography” of Present−day persons have increased, and persons whom children felt familiar have
been selected.
Changes of “Biography” in Japanese Textbooks used at Elementary School in Postwar Days
IKUTA Shinji
―２２４―
